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   第 ９ 回  熊本県議会  厚生常任委員会会議記録 

 

令和８年３月12日(木曜日） 

            午前９時58分開議 

            午後０時４閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第46号 令和８年度熊本県一般会計予

算 

議案第48号 令和８年度熊本県母子父子寡

婦福祉資金特別会計予算 

議案第61号 令和８年度熊本県国民健康保

険事業特別会計予算 

議案第66号 令和８年度熊本県病院事業会

計予算 

議案第78号 熊本県総合福祉センター条例

の一部を改正する条例の制定について 

議案第79号 熊本県食品衛生基準条例の一

部を改正する条例の制定について 

議案第80号 熊本県介護医療院の人員、施

設及び設備並びに運営の基準に関する条

例の一部を改正する条例の制定について 

議案第81号 熊本県看護師等修学資金貸与

条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

議案第82号 熊本県医師修学資金貸与条例

の一部を改正する条例の制定について 

議案第83号 熊本県国民健康保険法施行条

例の一部を改正する条例の制定について 

議案第97号 権利の放棄について 

閉会中の継続審査事件(所管事務調査)につ

いて 

報告事項 

  ①第２期熊本県ギャンブル等依存症対 

策推進計画の策定について 

令和７年度厚生常任委員会における 

 取組の成果について 

――――――――――――――― 

出 席 委 員(８人) 

        委 員 長 岩 本 浩 治 

        副委員長 荒 川 知 章 

        委  員 岩 下 栄 一 

        委  員 藤 川 隆 夫 

      委  員 内 野 幸 喜 

        委  員 岩 田 智 子 

        委  員 亀 田 英 雄 

        委  員 立 山 大二朗 

欠 席 委 員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 健康福祉部 

       部 長 下 山   薫 

医 監 木 脇 弘 二 

長寿社会局長 本 田 敦 美 

子ども・ 

障がい福祉局長 清 水 英 伸 

健康局長 篠 田   誠 

首席審議員 

兼健康福祉政策課長 入 田 秀 喜 

健康危機管理課長 弓 掛 邦 彦 

高齢者支援課長 笠     新 

 認知症施策・ 

地域ケア推進課長 永 野 千 佳 

社会福祉課長 冨 安 智 詞 

子ども未来課長 緒 方 雅 一 

子ども家庭福祉課長 中 村 寿 克 

首席審議員 

兼障がい者支援課長 竹 中   良 

医療政策課長 神 西 良 三 

  国保・高齢者医療課長 黒 瀬 琢 也 

健康づくり推進課長 堤     茂 

薬務衛生課長 飯 野   彬 

病院局 

病院事業管理者         

職務代理者 鍬 本 亮 太 

総務経営課長 米 田 健 人 

――――――――――――――― 
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事務局職員出席者 

議事課主事 井 島 美 幸 

政務調査課主幹 内 布 志保美 

――――――――――――――― 

  午前９時58分開議 

○岩本浩治委員長  

 ただいまから第９回厚生常任委員会を開会

いたします。 

 それでは、本委員会に付託されております

議案を議題とし、これについて審査を行いま

す。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のまま簡潔に行っていただき

たいと思います。 

 まず、健康福祉部長から総括説明を行い、

続いて、担当課長から順次説明をお願いしま

す。 

 初めに、下山健康福祉部長。 

 

○下山健康福祉部長 健康福祉部関係の議案

等の概要について御説明をいたします。  

予算案議案のほうのこちらの資料のめくって

１ページに、総額を記しております。こちら

のほうも御説明いたします。 

 まず、予算関係ですが、議案第46号、令和

８年度熊本県一般会計予算では、総額1,710

億5,400万円余を計上しております。 

  編成に当たっての基本方針ですが、まず、

災害からの復旧・復興や、くまもと新時代共

創総合戦略に基づきまして、こどもまんなか

熊本の実現、それから、人生100年時代の充

実に向けた医療、福祉、介護サービスの提供

体制の確保、３つ目に、地域共生社会の実現

に向けた施策等の推進に必要な予算を計上し

ているところでございます。 

 その主な内容ですが、まず、災害からの復

旧・復興に係る取組です。 

 熊本地震、令和２年７月豪雨、令和７年８

月豪雨における被災者支援として、自宅再建

に係る利子助成など、被災者それぞれの意向

に沿った住まいの再建支援を最後のお一人ま

で継続するとともに、災害ボランティアセン

ターの運営体制や災害時の医薬品供給体制の

強化など、いわゆる災害対応に加えまして、

平時の体制整備も含めまして、防災・減災の

取組を実施してまいります。 

 次に、こどもまんなか熊本の実現に向けた

取組です。 

 子供、若者への支援として、性や健康、妊

娠に関する正しい知識の普及啓発やＳＮＳ等

を活用した相談体制の整備を行うとともに、

若者が自分の人生に向き合い、未来を考える

機会を提供する取組を推進してまいります。 

 また、生活保護受給世帯等の子供の進学支

援や児童養護施設等におけるこども家庭ソー

シャルワーカーの配置促進など、あらゆる家

庭のニーズに応じた子育て支援を実施してま

いります。 

 次に、人生100年時代の充実に向けた医

療・福祉・介護サービスの提供体制確保に係

る取組です。 

 僻地の医療提供体制の確保に向けた取組を

強化するとともに、介護予防の推進のため、

地域課題の分析や施策立案等のＤＸ化に取り

組む市町村を支援してまいります。 

次に、地域共生社会の実現に向けた取組で

す。 

 ３月６日からミラノ・コルティナ冬季パラ

リンピックが現在開催されておりまして、障

害スポーツに関する県民、国民の意識も現在

高まっているところでありますが、このよう

な動きも踏まえまして、県内外で活躍するパ

ラアスリート等と連携し、スポーツ、そして

芸術、文化活動等を通した障害者の社会参加

を促進するとともに、障害がある方だけでな

くその御家族も含めて、一体的に支援を行う

ためのファミリープランの作成に向けたモデ

ル事業などを実施してまいります。 

 続きまして、議案第48号、令和８年度熊本

県母子父子寡婦福祉資金特別会計予算につき
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ましては、独り親家庭等を対象とした各種貸

付金等として、総額9,600万円余を計上して

おります。 

  さらに、議案第61号、令和８年度熊本県国

民健康保険事業特別会計予算につきまして

は、市町村への交付金や関係機関への納付

金、拠出金など、総額1,738億2,500万円余を

計上しております。 

  以上、特別会計を含めた健康福祉部の令和

８年度の当初予算総額は3,449億7,700万円余

となります。 

  次に、条例関係につきましては、議案第78

号、熊本県総合福祉センター条例の一部を改

正する条例の制定について外６議案を提案し

ております。 

 このほか、その他報告事項といたしまし

て、今年度策定予定の第２期熊本県ギャンブ

ル等依存症対策推進計画について、関係団体

からの意見を踏まえた修正点等について御報

告をさせていただきます。 

 詳細につきましては関係各課長が説明いた

しますので、よろしくお願いいたします。 

 

○岩本浩治委員長 引き続き担当課長から議

案第46号の説明をお願いします。 

 

○入田健康福祉政策課長 健康福祉政策課で

ございます。 

 説明資料２ページをお願いいたします。 

 令和８年度当初予算関係について、主なも

のを御説明いたします。 

 まず、社会福祉総務費でございます。 

 右側説明欄をお願いいたします。 

 １、職員給与費は、現時点で見込まれます

職員数や給与額等を基にして計上しておりま

す。この後、各課の説明欄に職員給と記載し

ているものにつきましては同様の趣旨でござ

いますので、以降の説明は省略させていただ

きます。 

 続きまして、２、民生委員費は、民生委

員・児童委員の活動等に要する経費を計上し

ております。 

 ４の地域福祉振興費ですが、次の３ページ

を御覧いただきたいと思います。 

 (3)地域の縁がわづくり推進・支援事業

は、地域の縁がわの普及と活動充実を図るた

めの相談窓口設置等に要する経費を計上して

おります。 

 その下、(4)地域福祉総合支援事業は、地

域の縁がわ等の地域福祉活動を行う団体への

助成等に要する経費です。 

 その下の次の(6)地域共生社会推進事業

は、市町村の努力義務とされております包括

的支援体制の整備に要する経費を計上してお

ります。 

 続きまして、４ページをお願いいたしま

す。 

 (7)災害ボランティアセンター支援事業

は、センターの設置運営に係る研修のほか、

平時からの災害への備えとして、ボランティ

ア事前登録制度の整備に要する経費を計上し

ております。 

 (8)地域の人づくり推進・支援事業は、地

域福祉を担う人材を育成するための経費で

す。 

 ５の社会福祉諸費ですが、次の５ページを

御覧いただきたいと思います。 

 そちらの(4)住まいの再建支援事業は、住

まいの再建に向けて県が実施している自宅再

建の利子助成等の支援に要する経費を計上し

ております。 

 続きまして、６ページをお願いいたしま

す。 

 ７、やさしいまちづくり事業費は、ハート

フルパスやヘルプマークの普及等、やさしい

まちづくりの推進に要する経費を計上してお

ります。 

 次、７ページをお願いいたします。 

 上段の災害救助費でございます。こちらに

つきましては、前年度との比較の欄で御覧い
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ただきたいと思うのですが、こちらを御覧の

とおり、令和７年８月豪雨に係る応急仮設住

宅等の供与等により大幅な増額となっており

ます。 

 続きまして、ページ飛びまして、10ページ

をお願いいたします。 

 こちらの元金につきましては、災害援護資

金国庫貸付金の返済に係る貸付元金の国への

償還金を計上しております。 

 健康福祉政策課は以上です。 

 

○弓掛健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

 11ページをお願いいたします。主なものに

ついて御説明いたします。 

 まず、公衆衛生総務費でございます。 

 一番右、説明欄３の肝炎対策事業でござい

ますが、これは、Ｂ型及びＣ型肝炎の患者の

方の治療に伴う医療費の助成や肝炎ウイルス

検査などに要する経費です。 

 次に、下段の結核対策費でございます。 

 説明欄１の結核患者医療費でございます

が、これは、感染症法に基づき、入院勧告を

行った際の医療費などに要する経費です。 

 12ページをお願いいたします。 

 下段の予防費でございます。 

 説明欄の１の(2)の感染症指定医療機関運

営指導費ですが、これは、感染症病床を確保

する医療機関に対する運営費等に要する経費

です。 

 13ページをお願いいたします。 

 (3)の新型インフルエンザ対策費でござい

ますが、これは、国の方針に従って行う備蓄

薬の購入と保管等に要する経費です。 

 次の(4)の新型コロナウイルス感染症医療

費助成事業でございますが、これは、新型コ

ロナウイルス感染症に係る入院医療費の月遅

れ請求等に要する経費です。 

 14ページをお願いいたします。 

 下段の食品衛生指導費でございます。 

 説明欄１の(1)の食品営業監視事業でござ

いますが、これは、食品営業施設の許可や監

視指導、国際的な衛生基準であるＨＡＣＣＰ

の導入推進等に要する経費です。 

 15ページをお願いいたします。 

 ２の(1)の食品検査指導事業でございます

が、これは、県内に流通する食品の安全を確

保するため、違反食品を流通から排除すると

ともに、違反の原因究明及び再発防止対策に

要する経費です。 

 16ページをお願いいたします。 

 ３の(2)の公衆衛生獣医師確保育成事業で

ございますが、これは、獣医師職員の確保及

び職員が行う研究の支援に要する経費です。 

 17ページをお願いいたします。 

 説明欄の(5)の対米等輸出食肉検査事業で

ございますが、これは、輸出に対応した食肉

検査体制の整備に要する経費です。 

 次に、下段の環境整備費でございます。 

 説明欄１の動物愛護管理事業でございます

が、これは、アニマルフレンズ熊本及び各保

健所における犬、猫の飼養管理、譲渡等の動

物愛護業務の委託に要する経費です。 

 次の２の動物愛護推進事業でございます

が、これは、アニマルフレンズ熊本における

動物愛護の啓発や、保護犬、猫の譲渡促進、

避妊、去勢手術のほか、熊本市東区にある動

物愛護センター別館の改修等に要する経費で

す。 

 健康危機管理課は以上でございます。 

 

○笠高齢者支援課長 高齢者支援課でござい

ます。 

 説明資料18ページをお願いいたします。 

 当初予算関係について、主なものを御説明

いたします。 

 上段、社会福祉総務費の説明欄１、社会福

祉諸費、(2)介護福祉士修学資金等貸付事業

費補助(経済対策分)は、介護福祉士の資格取

得に向けた修学資金等の貸付けを行う県社会
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福祉協議会に対して貸付原資を助成するもの

です。 

 下段の老人福祉費、説明欄２、高齢者福祉

扶助費の軽費老人ホーム事務費補助事業は、

軽費老人ホームが利用料の一部を減免した場

合に、その減免した費用に対して助成をする

ものです。 

 続きまして、19ページをお願いいたしま

す。 

 説明欄３、高齢者福祉対策費の(1)施設開

設準備経費助成特別対策事業は、介護施設等

の開設に必要な準備経費、例えば、開設前の

職員の雇い上げ経費や職員の募集経費、広報

のための経費等について助成をするもので

す。 

 (3)介護現場の勤務環境改善支援事業(経済

対策分)は、介護施設等が介護現場の勤務環

境改善に向けて行う介護テクノロジーの導入

に対し、国の経済対策を活用して支援するも

のです。 

 おめくりいただきまして、20ページをお願

いいたします。 

 説明欄４、介護保険対策費の(2)介護人材

確保対策推進事業は、事業者団体が実施する

介護人材の確保、定着、育成等の取組につい

て支援を行うものです。 

 21ページをお願いいたします。 

 老人福祉施設費、説明欄１、老人福祉施設

整備費の(1)介護基盤緊急整備等事業及び(2)

介護施設等における簡易陰圧装置、換気設備

支援事業は、いずれも地域医療介護総合確保

基金を活用する事業で、地域密着型の介護施

設等の整備や介護施設における簡易陰圧装置

の設置など、ゾーニング環境の整備等に対し

て助成をするものです。 

 高齢者支援課は以上でございます。 

 

○永野認知症施策・地域ケア推進課長 認知

症施策・地域ケア推進課でございます。  

資料の22ページをお願いします。 

 まず、老人福祉費ですが、主な事業を御説

明します。 

 説明欄の２、高齢者福祉対策費のうち、

(1)認知症診療・相談体制強化事業は、県が

指定する11か所の認知症疾患医療センター等

における認知症に係る医療体制や関係機関と

の連携体制、認知症の早期発見と相談体制の

強化に要する経費です。 

 資料23ページをお願いします。 

 (3)権利擁護人材育成事業は、成年後見制

度の利用を促進するための研修や権利擁護人

材の育成等に要する経費について、市町村に

助成するものです。 

 (4)訪問看護推進事業は、小規模な訪問看

護ステーションが新たに看護師を採用した

り、人材育成に取り組む場合の運営経費等の

助成のほか、訪問看護総合支援センターによ

る経営支援、各種研修、人材確保等の取組に

要する経費について助成するものです。 

 １ページ飛びまして、資料25ページをお願

いします。 

 一番下の(9)介護予防ＤＸ推進事業は、新

規事業となります。医療や介護の専門職人材

が不足する中、専門職は、介護給付や短期集

中型の介護予防を担い、軽度者の介護予防や

日常生活支援には、企業や団体、住民等の多

様な主体のサービスを利用する見直しが市町

村において必要となっています。その際の課

題分析や支援を行う県の施策立案に民間事業

所の知見やデータ分析のノウハウを活用する

事業の経費となります。 

 資料26ページをお願いします。 

 ３、介護保険対策費の主な事業について。 

 (1)介護給付費県負担金交付事業、(2)地域

支援事業交付金交付事業、それから、(3)第

１号保険料県負担金交付事業は、いずれも介

護保険法に基づく市町村に対する法定の負担

金、交付金です。 

 次に、資料27ページの下段の公衆衛生総務

費ですが、１、保健医療推進対策費の在宅医
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療連携推進事業は、在宅医療を担う医療、介

護等の関係機関の連携体制構築に要する経費

です。 

 28ページをお願いします。 

 医務費ですが、１、歯科行政費の在宅歯科

医療機能強化事業は、県歯科医師会、在宅歯

科医療連携室が行う訪問歯科診療の調整や人

材育成、歯科診療所が行う訪問歯科診療器材

購入に要する経費について助成するもので

す。 

 認知症施策・地域ケア推進課は以上です。 

 

○冨安社会福祉課長 社会福祉課でございま

す。 

 当初予算について、主なものを説明しま

す。 

 説明資料の29ページをお願いいたします。 

 まず、社会福祉総務費の右側説明欄２、生

活福祉資金貸付事業費についてですが、県社

会福祉協議会が行います生活福祉資金の貸付

事務経費について助成するものでございま

す。 

 その下の３の(2)の日常生活自立支援事業

は、県社会福祉協議会が行います認知症高齢

者など、判断能力が十分でない方に対する福

祉サービスの利用援助等に要する経費につい

て助成するものでございます。 

 次に、30ページをお願いいたします。 

 右側説明欄５の(2)小規模法人のネットワ

ーク化による協働推進等事業ですが、複数の

小規模法人等がネットワークを構築して行い

ます地域貢献や人材確保を目的とした法人連

携の取組に対して助成するものでございま

す。 

 次に、31ページをお願いいたします。 

 右側説明欄２の(1)は、戦没者等の遺族に

対する特別弔慰金の裁定等に要する経費でご

ざいます。 

 その下の(2)、(3)は、県内町村で生活され

ております中国残留邦人に支給される支援給

付金などでございます。 

 次に、32ページをお願いいたします。 

 右側説明欄１の(2)の生活困窮者総合相談

支援事業は、生活困窮者に対する相談支援窓

口の設置や就労支援など、包括的な支援に要

する経費でございます。 

 その下の(3)生活困窮者自立支援プラン推

進事業は、生活困窮者に対する家計改善の助

言や子供の学習生活などを支援するための経

費でございます。 

 １つ飛ばしまして、(5)生活保護システム

運営費は、生活保護システムについて法律に

基づきまして標準仕様のシステムへ移行する

とともに、その運営に関する予算を計上して

おります。 

 その下の(6)生活保護受給世帯等のこども

の進学支援事業は、生活保護受給世帯の子供

の大学等進学率が低いことや進学支援の現状

を踏まえまして、進学支援を行うケースワー

カー等の研修強化に取り組むとともに、新た

に大学等受験料、模試費用の補助を行うもの

でございます。こども家庭庁の補助金を活用

しまして、生活保護受給世帯等の中学３年

生、高校３年生を対象としております。 

 次に、33ページをお願いいたします。 

 下段の扶助費につきまして、生活保護受給

者の生活扶助や医療扶助等に要する経費でご

ざいます。 

 次に、34ページをお願いいたします。 

 精神保健費につきましては、ひきこもり地

域支援センターの運営等に要する経費でござ

います。 

 社会福祉課の説明は以上でございます。 

 

○緒方子ども未来課長 子ども未来課でござ

います。 

 資料35ページをお願いいたします。 

 下段の児童福祉総務費の説明欄２、児童健

全育成費、(1)多子世帯子育て支援事業は、

市町村が保育料等の軽減または無料化を実施
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する際、県がその一部を助成するための経費

でございます。 

 その下、(2)児童健全育成事業(運営費)

は、市町村が実施する放課後児童クラブの運

営費等に係る経費について助成するものでご

ざいます。 

 36ページをお願いいたします。 

 (3)の放課後児童クラブ施設整備事業は、

７市町が予定しております放課後児童クラブ

の整備について助成するものでございます。 

 (4)子育て支援強化事業費補助金は、市町

村が実施する地域子育て支援拠点事業や一時

預かり事業等の経費に対して助成するもので

ございます。 

 (6)地域少子化対策重点推進事業は、市町

村が実施する婚活支援や妊婦体験講座等、結

婚・妊娠・出産等の支援に要する経費につい

て助成するものでございます。 

 (7)結婚・妊娠・共育て支援プログラム事

業は、結婚に伴う新生活のスタートアップ費

用として、年齢等により、60万円もしくは30

万円を助成するものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 (8)新規事業になりますが、ライフデザイ

ン推進事業は、価値観が多様化し、様々な選

択肢がある中で、就職や結婚、子育てを含め

た自身の人生と向き合い、ライフデザインを

考える機会を提供する事業に要する経費でご

ざいます。 

 (10）「こどもまんなか熊本」情報発信事業

につきましては新規事業になりますが、これ

まで子育て支援などの情報が、ホームページ

等幾つかに分かれて提供している状態だった

ものをリニューアルして、一元管理すること

で、子ども・子育て施策を効果的に情報発信

するための経費でございます。 

 38ページをお願いいたします。 

 ４の保育士等確保対策費、保育士人材確保

事業は、保育士、保育補助者の雇い上げです

とか保育支援者の雇い上げ、または、ＳＮＳ

を活用して保育の魅力を発信する事業等に要

する経費でございます。 

 その下、児童措置費、説明欄１、児童扶助

費、子どものための教育・保育給付費は、市

町村が保育園、幼稚園を運営するための公定

価格に基づく給付費の県負担分でございま

す。 

 次のページをお願いいたします。 

 ２、市町村保育施設運営費補助、(1)特別

保育総合推進事業は、延長保育等に要する経

費について市町村へ助成するものでございま

す。 

 (2)病児・病後児保育総合推進事業は、市

町村が行う病児・病後児保育事業の運営費及

び施設整備に要する経費について助成するも

のでございます。 

 ４、施設職員退職共済費は、保育職員の退

職手当の支給に要する経費について助成する

ものでございます。 

 40ページをお願いいたします。 

 公衆衛生総務費、説明欄３の母子衛生費、

(1)先天性代謝異常等検査は、先天性代謝異

常等の新生児を新生児のうちに発見し、早期

に適切な治療につなげるために、ＫＭバイオ

ロジクスへ委託して検査を実施するための費

用でございます。 

 (2)妊婦に対する遠方の分娩取扱施設への

交通費及び宿泊費支援事業は、遠方の分娩取

扱施設への分娩や妊婦健診等を受ける場合の

交通費や宿泊費を助成する市町村に対して補

助をするものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 ５、母子保健対策費、産後ケア事業は、出

産後１年以内の母子にデイサービス等で心身

のケアを行い、産後も安心して子育てできる

環境を整える事業を実施する市町村へ助成す

るものでございます。 

 ６、母子医療対策費、(1)小児慢性特定疾

病対策事業は、小児慢性特定疾病に罹患して

いる児童について医療費の助成を行うもので



第９回 熊本県議会 厚生常任委員会会議記録（令和８年３月12日) 

 - 8 - 

ございます。 

 (2)少子化対策総合交付金事業は、市町村

が実施する出会いの創出事業や不妊治療等に

対して助成するものでございます。 

 42ページをお願いいたします。 

 (3)性と健康の相談事業は、新規事業でご

ざいますが、性と健康に関する情報をＳＮＳ

等で発信し啓発するとともに、相談等を実施

する事業等に要する経費でございます。 

 ７、子ども医療費、子ども医療費助成事業

は、入院は中学３年生まで、通院は就学前ま

での医療費の自己負担分を助成した市町村へ

補助するものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 私学振興費、説明欄１、私学振興助成費、

(1)私立幼稚園特別支援教育経費補助は、障

害児を受け入れている私立幼稚園等へのその

運営に係る経費を助成するものでございま

す。 

 (2)教育支援体制整備事業は、認定こども

園の設置促進のため、認定こども園等の環境

整備や研究支援等に要する経費について助成

するものでございます。 

 (3)私立幼稚園経常費助成費補助は、私立

幼稚園の運営に必要な経常的経費について助

成するものでございます。 

 子ども未来課からは以上でございます。 

 

○中村子ども家庭福祉課長 子ども家庭福祉

課でございます。 

 44ページをお願いいたします。主なものを

御説明いたします。 

 下段、社会福祉施設費は、女性の一時保護

や、小中学生等へのＤＶ未然防止教育に係る

経費でございます。 

 説明欄１、女性相談センター費、(3)困難

な問題を抱える女性等支援連携強化事業は、

様々な事情により困難な問題を抱える女性等

への自立支援に要する経費でございます。 

 45ページをお願いいたします。 

 児童福祉総務費の説明欄３、児童健全育成

費は、市町村による子供と家庭への支援に係

る事業に対する助成の経費等でございます。 

 説明欄(1)こんにちは赤ちゃん事業費等補

助事業は、市町村が行う乳児全戸訪問等に要

する経費でございます。 

 46ページをお願いいたします。 

 説明欄、(5)子育て家庭支援事業は、児童

虐待等の未然防止のため、子育て家庭に対し

て養育支援等を行う市町村への助成です。 

 47ページをお願いいたします。 

 児童措置費は、児童の措置や母子の保護、

児童手当に要する経費です。昨年度より２億

2,000万円増額となっておりますが、説明欄

１、(1)の児童養護施設等及び里親委託に係

る措置費につきまして、物価高騰や人件費の

上昇を踏まえ、国の単価が改正されたことに

よるものでございます。 

  48ページをお願いいたします。 

 説明欄３、児童手当費は、市町村が支給す

る児童手当に対する交付金です。 

 下段の母子福祉費は、主に独り親家庭への

支援に係る経費です。 

 説明欄１、(2)ひとり親家庭等支援事業

は、独り親への就業相談や就業のための資格

取得等に要する経費です。 

 49ページをお願いいたします。 

 (4)こどもの居場所づくり支援事業は、子

ども食堂や地域の学習教室など、子供が気軽

に集える居場所づくりに要する経費です。 

 説明欄３、児童扶養手当支給事業費は、独

り親世帯等に対する児童扶養手当の支給に要

する経費で、県は町村にお住まいの方の分を

支給しています。 

 50ページをお願いいたします。 

 ４のひとり親家庭等医療費は、市町村が実

施する独り親家庭に係る医療費助成等に対す

る県の助成です。 

 51ページをお願いいたします。 

 ２、児童福祉施設整備費は、主に児童養護
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施設等の整備や運営支援などに係る経費で

す。 

 説明欄２、(2)清水が丘学園整備事業は、

令和11年度に事業完了を見込んでおり、新年

度は、管理学習棟の整備等を予定しておりま

す。 

 52ページをお願いいたします。 

 説明欄、(4)児童家庭支援センター事業

は、地域において児童相談対応を行い、児童

相談所の機能を補完する一方、市町村を支援

する役割も担っている県下に７か所ある児童

家庭支援センターの運営に要する経費です。 

 (6)熊本県ＣＰＴ形成支援事業は新規事業

で、医療機関の連携による児童虐待対応組織

の形成に対する助成です。 

 53ページをお願いいたします。 

 説明欄５、(3)こども・子育て支援人材確

保・育成事業は新規事業で、児童養護施設等

における職員の人材確保と、こども家庭ソー

シャルワーカーの資格取得に対する助成で

す。 

 54ページをお願いいたします。 

 債務負担行為の設定でございます。 

 条例に基づきまして、母子家庭等の児童の

身元保証契約に伴う損害賠償を担保するため

の債務設定をお願いするものでございます。 

 子ども家庭福祉課は以上です。 

 

○竹中障がい者支援課長 障がい者支援課で

ございます。 

 55ページをお願いします。主なものを御説

明いたします。 

 まず、障害者福祉費です。 

 説明欄の１、障がい者扶助費の(3)障害福

祉サービス費等負担事業は、市町村が行う障

害福祉サービス利用に係る費用について、そ

の４分の１を県が負担するものであります。 

 次に、２の障がい者福祉諸費ですが、56ペ

ージをお願いいたします。 

 この説明欄、(2)高次脳機能障害支援普及

事業は、高次脳機能障害者の相談支援等を行

う高次脳機能障害支援センターの運営の経費

として従前からございましたが、国で12月に

成立した高次脳機能障害児者支援法も踏まえ

まして、新たに支援者養成、研修に要する経

費の追加をお願いするものであります。 

 次の(3)障がい者相談支援体制整備事業

は、障害者に対する相談支援体制の充実のた

めの協議の場の設置などの経費として、従前

からございましたが、環境省の補助金を活用

して、新たに水俣・芦北地域の相談支援体制

強化に要する経費を追加でお願いするもので

あります。 

 (4)のパラアスリート等と連携した共生社

会創造事業は新規事業でありまして、これま

で県庁が主体となって各種イベントにパラア

スリートなどを呼んで講演等を行ってきたと

ころ、今後は、県内各地でそうした動きが広

がるように、講演会や体験会にパラアスリー

トや障害のある芸術家などを招聘する民間団

体等に対する助成などを行う経費でありま

す。 

 57ページをお願いします。 

 この(5)のファミリープラン作成モデル事

業も新規事業でありまして、これまで個人単

位の支援と地域全体での支援を中心に支援が

行われてきたところ、中間のほう、家族単位

の御支援も重要との指摘も踏まえまして、障

害児当事者とその家族の望む生活を支援する

ため、事業所が行うファミリープラン作成に

係る取組に助成を行うものであります。 

 ３の障がい者福祉施設整備費ですが、社会

福祉法人等が行う障がい者福祉施設の改築、

改修等への助成であります。 

 58ページをお願いします。 

 説明欄５、重度心身障がい者医療費です

が、市町村が行う重度心身障害児者への医療

費助成に対して一部助成を行うものでありま

す。 

 59ページをお願いします。 
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 説明欄８、知的障害者更生相談所費の療育

手帳出張判定事業は、申請者の利便性向上な

どのため、県内全域における療育手帳出張判

定の実施に要する経費であり、今年度から行

っているもので、３番目の児童措置費の説明

欄１、児童扶助費の障害児施設給付費等支

給・障害児施設措置事業は、障害児の施設入

所、通所支援に係る県の負担金であります。 

 １ページ飛びまして、61ページをお願いし

ます。 

 精神保健費の説明欄１、精神保健費であり

ます。 

 (3)自殺予防等対策推進事業は、自殺予防

のための相談支援のほか、昨年６月補正でお

認めいただいた自殺危機対応チームについ

て、さらに対応を強化する経費をお願いする

ものであります。 

 (4)地域包括ケアシステム構築推進事業で

すが、精神科病院の入院者の権利擁護のた

め、精神保健福祉士やピアサポーターなどの

外部の方が入院者訪問支援を行う経費等であ

ります。 

 障がい者支援課は以上です。 

 

○神西医療政策課長 医療政策課でございま

す。 

 63ページをお願いします。主な事業につい

て御説明いたします。 

 まず、公衆衛生総務費ですが、説明欄１、

保健医療推進対策費の(3)医療施設等施設・

設備整備費は、医療機関が機能拡充を図るた

めに行う施設設備整備費に対する助成です。 

 (4)医師確保総合対策事業は、医師修学資

金の貸与など、医師不足地域の医師確保対策

等に要する経費です。 

 64ページをお願いします。 

 一番下の(8)ヘリ救急医療搬送体制推進事

業は、熊本赤十字病院が行うドクターヘリの

運営に要する経費等についての助成です。 

 65ページをお願いします。 

 一番下の(11)病床機能分化・連携推進事業

は、地域医療構想に基づき、医療機関等が行

う病床機能の再編のための計画策定や、施設

整備並びに調査研究に要する経費についての

助成です。 

 66ページをお願いします。 

 真ん中の(13)産科医・新生児科医等確保事

業は、医療機関が支給する分娩手当及び熊本

大学病院に寄附講座を設ける経費並びに県外

から産科医等を誘致する際の経費等への助成

です。 

 67ページをお願いします。 

 説明欄２の母子医療対策費の周産期医療対

策事業は、周産期医療協議会の開催経費や周

産期母子医療センターの運営費及び熊本大学

等が行う周産期医療連携体制の強化に要する

経費に対する助成です。 

 ３の地域医療介護総合確保基金積立金は、

当該基金を活用する各課の事業の実施に必要

な額及び基金の運用益を積み立てるもので

す。 

 68ページをお願いします。 

 中段の医務費ですが、説明欄の２、へき地

医療対策費は、僻地診療所及び僻地医療拠点

病院を対象に、(1)は運営費に対する助成、

(2)は施設及び設備整備に要する経費に対す

る助成です。 

 69ページをお願いします。 

 保健師等指導管理費ですが、説明欄１の看

護行政費の(2)看護師等養成所運営費補助事

業は、看護師等養成所の運営経費に対する助

成です。 

 70ページをお願いします。 

 上段、(2)の看護学生の県内定着促進事業

は、看護師等修学資金の貸与など、県内定着

に要する経費です。 

 (3)医療従事者勤務環境改善推進事業は、

医療機関が行う病院内保育所の運営費及び勤

務環境改善に資する施設・設備整備費に対す

る助成です。 
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 71ページをお願いします。 

 債務負担行為の設定でございます。 

 医師修学資金貸付ですが、熊本大学医学部

の地域枠の学生卒業までの６年間、入学金や

授業料のほか、生活費相当額を貸与するもの

です。今回の債務負担行為の設定では、令和

８年度の入学予定者８名に係る２年生から６

年生までの間の授業料及び生活費相当額につ

いて、各年度の貸与金を計上しています。 

 医療政策課からの説明は以上です。 

 

○黒瀬国保・高齢者医療課長 国保・高齢者

医療課でございます。 

 72ページをお願いいたします。 

 上段の国民健康保険指導費の主な事業につ

いて御説明いたします。 

 説明欄３の国民健康保険制度安定化対策費

の国民健康保険保険基盤安定等負担金です

が、これは、市町村が低所得世帯に対して行

う保険料の軽減等に要する費用の一部を県が

負担するものでございます。対象者の減によ

り前年度より減額となっております。 

 続きまして、下段の公衆衛生総務費の主な

事業について御説明いたします。 

 73ページをお願いいたします。 

 説明欄２の後期高齢者医療対策費について

は、後期高齢者医療制度に関する県の法定負

担金を計上しております。 

(1)は医療給付について、(2)は高額医療費

の軽減について、(3)は低所得者等の保険料

軽減について、それぞれ後期高齢者医療広域

連合に負担金を交付するものです。後期高齢

者医療の被保険者数が増加することなどに伴

い、前年度より予算額が増額となっておりま

す。 

 続きまして、74ページをお願いいたしま

す。 

 国民健康保険事業特別会計繰出金につきま

しては、国民健康保険法に基づく県の法定負

担金として、一般会計から国民健康保険事業

特別会計へ所要額を繰り出すものです。被保

険者数の減少による保険給付費の減に伴い、

前年度より減額となっております。 

 国保・高齢者医療課は以上でございます。 

 

○堤健康づくり推進課長 健康づくり推進課

でございます。 

 説明資料75ページをお願いいたします。主

なものを説明いたします。 

 公衆衛生総務費の右側の説明欄を御覧くだ

さい。 

 ２の健康づくり推進費の主な事業としまし

て、(3)歯科保健推進事業は、市町村への指

導助言や人材育成等を行う熊本県口腔保健支

援センターの設置運営や、県民の歯と口腔の

健康づくりの推進に要する経費でございま

す。 

 76ページをお願いいたします。 

 (6)の健康増進計画推進事業は、くまもと 

21ヘルスプランに基づく啓発事業など、県民

の健康づくり運動等の推進に要する経費でご

ざいます。 

 77ページをお願いいたします。 

 (8)糖尿病発症・重症化予防対策支援事業

は、熊本大学病院にコーディネーターとなる

医師を配置し、医療スタッフの養成や、二次

医療圏ごとの保健医療連携体制の整備に要す

る経費について助成するものでございます。 

 78ページをお願いいたします。 

 (12)人生100年時代を見据えたがん患者支

援事業は、 がん患者の治療と社会生活の両

立を支援するためのアピアランスケア用品の

購入や、40歳未満のいわゆるＡＹＡ世代と言

われる若年がん患者の在宅療養を補助する市

町村に対する助成のほか、妊娠の可能性を温

存するための治療費の助成等に要する経費で

ございます。 

 (13)県民の健康を支える食育推進事業は、

子供の頃からの減塩対策など、県民の健康的

な食生活や食育の実践に向けた支援、糖尿病



第９回 熊本県議会 厚生常任委員会会議記録（令和８年３月12日) 

 - 12 - 

等の生活習慣病の要因でございます塩分過多

や野菜不足の解決に向けた自然に健康になる

食環境整備に要する経費でございます。 

 79ページをお願いいたします。 

 (14)地域みんなで支えるこどもの歯の健康

づくり事業は、小中学校等におけるフッ化物

洗口につきまして、使用する薬剤を顆粒タイ

プから溶液タイプへ転換することや、地域ボ

ランティア等の参画を促すことで教育現場等

の安全確保、負担軽減を図り、持続可能な実

施体制の構築を進めるなど、虫歯予防対策に

取り組む市町村への助成等でございます。 

  次に、80ページをお願いいたします。 

 ５の原爆被爆者特別措置費は、放射能の影

響で病気等の状態にある原爆被爆者の方に対

し、健康手当など各種手当の支給を行うもの

でございます。 

 ６の難病対策費でございます。 

 (1)の指定難病医療費は、難病法に基づく

医療費の公費負担でございます。 

 次に、81ページをお願いいたします。 

 上段、予防費につきまして、右側の説明欄

１のハンセン病事業費は、ハンセン病に対す

る正しい知識の普及啓発や、熊本県ハンセン

病問題相談・支援センターの設置運営に要す

る経費でございます。 

 続いて、下段の医務費でございますが、右

側の説明欄１の歯科行政費の歯科医療確保対

策事業は、県歯科医師会が行います障害児者

の歯科診療及び歯科衛生士等の確保、定着に

要する経費等について助成するものでござい

ます。 

 続いて、82ページをお願いします。 

 国民健康保険事業特別会計繰出金につきま

しては、市町村が実施する特定健診の実施等

に必要な経費につきまして、国保特別会計へ

繰り出しするものでございます。 

 健康づくり推進課は以上でございます。 

 

○飯野薬務衛生課長 薬務衛生課でございま

す。 

 説明資料の83ページをお願いいたします。

主なものについて御説明いたします。 

 上段の公衆衛生総務費の右側説明欄１、保

健医療推進対策費、(1)移植医療推進普及啓

発事業は、臓器移植コーディネーターの設置

及び普及啓発等に要する経費でございます。 

 (2)臓器移植院内コーディネーター連携構

築事業は、県内医療機関における臓器移植院

内コーディネーターの養成に要する経費でご

ざいます。 

 次に、下段の生活衛生指導費、右側説明欄

１、生活衛生対策費、(1)生活衛生環境確保

対策事業は、理容所、美容所、旅館等の生活

衛生関係営業施設の開設許可、営業、衛生水

準の維持管理の状況の確保及び監視指導に要

する経費でございます。 

 84ページをお願いいたします。 

 説明欄２、生活衛生営業指導費は、生活衛

生営業指導センターに対する運営費及び同セ

ンターが行う衛生管理に係る知識の習得な

ど、生活衛生営業振興事業等に要する経費に

つきまして助成するものでございます。 

 資料の85ページをお願いいたします。 

 薬務費、右側説明欄２、薬務行政費、(1)

薬事許認可事業は、薬局、医薬品販売業者等

の許認可事務等に要する経費でございます。 

 (2)薬物乱用防止事業は、各種薬物乱用防

止の啓発及び子供や若者を中心とする薬物問

題に係る相談支援体制の強化に要する経費で

ございます。 

 (3)麻薬取締費は、麻薬・向精神薬取扱

者、大麻草栽培者等に係る免許事務及び法改

正に伴う検査体制の構築など、監視指導等に

要する経費でございます。 

 86ページをお願いします。 

 説明欄、(5)かかりつけ薬剤師・薬局機能

強化及び普及啓発事業は、かかりつけ薬剤

師・薬局の機能強化に要する経費の助成及び

薬剤師の確保等の対策等に要する経費でござ
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います。 

 (6)災害時医薬品供給体制強化・地域連携

強化事業は新規事業でございまして、昨年度

養成した災害薬事コーディネーターの資質向

上研修及び地域連携体制の構築等に要する経

費でございます。 

 薬務衛生課の説明は以上でございます。 

 

○岩本浩治委員長 次に、議案第48号の説明

をお願いします。 

 

○中村子ども家庭福祉課長 子ども家庭福祉

課でございます。 

 87ページをお願いいたします。 

 母子父子寡婦福祉資金特別会計予算でござ

います。 

 この貸付金は、独り親家庭等に対し、子供

の修学資金や生活資金等の各種貸付けを行う

ものでございます。 

 説明欄１の貸付金といたしまして、近年の

貸付実績を踏まえまして、9,610万円余を計

上しております。 

  88ページをお願いいたします。 

 特別会計の債務負担行為の設定です。 

  複数年度にわたる貸付けがございますの

で、令和９年度以降の債務設定をお願いする

ものでございます。 

 子ども家庭福祉課は以上です。 

 

○岩本浩治委員長 次に、議案第61号の説明

をお願いします。 

 

○黒瀬国保・高齢者医療課長 国保・高齢者

医療課でございます。 

 資料の89ページをお願いいたします。 

 国民健康保険事業特別会計でございます。

主な事業について御説明いたします。 

 まず、１の国民健康保険保険給付費等交付

金ですが、これは、国民健康保険事業として

市町村が保険給付の実施に要する費用等につ

いて、県から市町村へ交付する交付金です。 

 続きまして、２の社会保険診療報酬支払基

金納付金は、後期高齢者支援金や子ども子育

て支援金をはじめとする支払基金に対する納

付金等になります。 

 国民健康保険事業特別会計の予算規模は、

被保険者数等の減少のため、前年度より大幅

に減少となっております。 

 国保・高齢者医療課は以上でございます。 

 

○堤健康づくり推進課長 健康づくり推進課

でございます。 

 続いて、91ページをお願いいたします。 

 同じく、熊本県国民健康保険事業特別会計

でございます。 

 右側の説明欄を御覧ください。 

 １の健康づくり推進費の国保ヘルスアップ

支援事業は、糖尿病予防に関する経費や医療

費適正化に向けた取組などに要する経費でご

ざいます。 

 健康づくり推進課の説明は以上でございま

す。 

 

○岩本浩治委員長 次に、議案第78号の説明

をお願いします。 

 

○入田健康福祉政策課長 健康福祉政策課で

ございます。 

 条例関係の説明資料の１ページをお願いい

たします。 

 議案第78号、熊本県総合福祉センター条例

の一部を改正する条例の制定についてでござ

います。 

 内容につきましては、３ページの概要を用

いて、少し参考情報を交えながら御説明させ

ていただきます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 まず、条例改正の趣旨でございますが、全

庁的に進められております各施設の使用料見

直しの動きに合わせたものでございます。 
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 中央区南千反畑町にあります熊本県総合福

祉センターの会議室使用料の積算方法の見直

しに伴い、関係規定を整備するものでござい

ます。具体的には、広さの異なる５種類の会

議室ごとに、午前、午後、終日の３つの区分

で料金設定をしており、今回はその全ての料

金を改定いたします。 

 なお、この見直しによる影響を確認するた

め、前年度の利用件数を基に試算を行いまし

たところ、年間総額で約２万円の増であり、

施設の目的である福祉的、安定的利用にも配

慮した見直しとなっております。 

 施行期日は、令和９年４月１日としており

ます。 

 使用料は前納を原則としており、施行期日

前でも改正後の額での徴収を可能とするなど

所要の経過措置を講じる必要から、一部公布

の日からの施行といたしております。 

 健康福祉政策課は以上です。 

 

○岩本浩治委員長 次に、議案第79号の説明

をお願いします。 

 

○弓掛健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

 説明資料の４ページをお願いいたします。 

 議案第79号、熊本県食品衛生基準条例の一

部を改正する条例の制定についてでございま

す。 

 内容については、６ページの概要で御説明

いたします。 

 まず、１の条例改正の趣旨でございます

が、食品衛生法施行規則の一部改正に伴い、

関係規定を整備するものでございます。 

 次に、２の条例改正の内容については、従

業者が常駐せず、全自動調理機により調理さ

れた食品を販売する営業形態についての施設

基準に係る規定を整備するものでございま

す。 

 ３の施行期日については、食品衛生法施行

規則の一部改正の施行期日と同じ、令和８年

４月１日としております。 

 健康危機管理課は以上でございます。 

 

○岩本浩治委員長 次に、議案第80号の説明

をお願いします。 

 

○笠高齢者支援課長 高齢者支援課でござい

ます。 

 資料の７ページをお願いいたします。 

 議案第80号、熊本県介護医療院の人員、施

設及び設備並びに運営の基準に関する条例の

一部を改正する条例案について御説明いたし

ます。 

 おめくりいただきまして、８ページをお願

いいたします。 

 条例案の概要について御説明させていただ

きます。 

 まず、１の条例改正の趣旨につきまして

は、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び

安全性の確保等に関する法律の一部改正に伴

い、関係規定を整理するものでございます。 

 次に、２の内容ですけれども、今申し上げ

ました法律の一部改正に伴いまして、条例で

引用しています規定の条項にずれが生じたた

め、修正をするものでございます。  

なお、３、施行期日につきましては、公布

の日としております。 

 高齢者支援課の説明は以上でございます。 

 

○岩本浩治委員長 次に、議案第81号及び第

82号の説明をお願いします。 

 

○神西医療政策課長 医療政策課でございま

す。 

 ９ページをお願いいたします。 

 議案第81号、熊本県看護師等修学資金貸与

条例の一部を改正する条例の制定についてで

ございます。 

 内容は、10ページの概要で御説明いたしま
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す。10ページをお願いします。 

 １の改正の趣旨ですが、租税特別措置法の

一部改正に伴い、関係規定を整理するもので

ございます。 

 ２の内容ですが、租税特別措置法の一部改

正に伴い、延滞金に関する文言について規定

を整理するものでございます。 

 ３の施行期日は、公布の日からといたしま

す。 

 次に、11ページをお願いいたします。 

 議案第82号、熊本県医師修学資金貸与条例

の一部を改正する条例の制定についてでござ

います。 

 内容は、12ページの概要で御説明いたしま

す。 

 １の改正の趣旨でございますが、現在、大

学入学後に手続を進め、６月から修学資金の

貸与をしておりましたが、実際４月から対応

が可能となるように、本修学資金の貸与を早

期に行うために関係規定を整備するものでご

ざいます。 

 ２の内容についてですが、１点目は、修学

資金の貸与を受ける者の選定要件として、現

在は大学の医学を履修する者とされています

が、大学の医学を履修する課程に入学を予定

する者を追加するものでございます。 

 ２点目は、関係法の一部改正による規定の

整理でございます。 

 ３の施行期日は、公布の日からといたしま

す。 

 医療政策課からの説明は以上でございま

す。 

 

○岩本浩治委員長 次に、議案第83号の説明

をお願いします。 

 

○黒瀬国保・高齢者医療課長 国保・高齢者

医療課でございます。 

 資料13ページをお願いいたします。 

 議案第83号、熊本県国民健康保険法施行条

例の一部を改正する条例の制定についてで

す。 

 内容につきましては、15ページの概要にて

御説明させていただきます。 

 まず、１の条例改正の趣旨についてです

が、補足して御説明させていただきます。 

 令和８年度から子育て世帯を支える新しい

分かち合い連帯の仕組みとして、子ども・子

育て支援金制度が始まります。この子ども・

子育て支援金は、社保や共済、国保、後期高

齢者医療など、医療保険に加入されている全

ての方々に医療保険の保険料と合わせて納付

していただくものとなっております。 

 国民健康保険では、被保険者から市町村が

徴収し、県がそれを集め、国に納付すること

とされています。 

 今回の条例改正は、国民健康保険の国庫負

担金等の算定に関する政令の一部改正に伴

い、関係規定を整備するものです。 

 次に、２の改正の内容についてです。 

 先ほど申し上げましたように、県では、市

町村から子ども・子育て支援金を集めて国に

納付することになります。そのため、この市

町村から徴収する子ども・子育て支援納付金

の算定のために必要となる子ども・子育て支

援納付金納付金所得係数の基準などについて

定めることとしております。 

 また、併せて、その他規定の整理を行うこ

ととしております。 

 ３の施行期日につきましては、国民健康保

険の国庫負担金等の算定に関する政令の一部

改正政令の施行期日でございます令和８年４

月１日としております。 

 国保・高齢者医療課は以上です。 

 

○岩本浩治委員長 最後に、議案第97号の説

明をお願いします。 

 

○中村子ども家庭福祉課長 子ども家庭福祉

課でございます。 
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 16ページをお願いいたします。 

 議案第97号、権利の放棄についてでござい

ます。 

 説明は、右側の17ページの概要を用いてさ

せていただきます。 

 内容欄１、放棄する権利ですが、母子福祉

資金貸付金債権１件で、未償還元金16万 

2,025円と利子5,449円を放棄するものです。 

 ２の権利の放棄を行う理由でございます

が、貸付けの相手方の破産により、今後回収

の見込みがないためでございます。 

 子ども家庭福祉課からの説明は以上です。 

 

○岩本浩治委員長 続きまして、病院局の審

査に移ります。 

 まず、病院事業管理者職務代理者から総括

説明を行い、続いて、担当課長から説明をお

願いします。 

 初めに、鍬本病院事業管理者職務代理者、

よろしくお願いします。 

 

○鍬本病院事業管理者職務代理者 病院局で

ございます。 

 議案の説明に先立ちまして、県立こころの

医療センターの運営状況につきまして御報告

申し上げます。 

 まず、経営面につきまして、入院患者数は

昨年度並みでございますが、外来患者数につ

いては、対前年度約104％、特に新規患者数

については、対前年度約166％と増加してお

り、今年度の医業収益は、前年度を上回る見

込みとなっております。 

 また、従来から行っております児童・思春

期患者の受入れに加え、今年度新たに設置し

た産後うつ外来において、精神的ケアが必要

な妊産婦への支援を行うなど、政策的、先導

的精神科医療にも積極的に取り組んでいると

ころです。 

 今後も、県内精神科医療のセーフティーネ

ットとしての機能を維持、充実させるため、

熊本大学や県内精神科病院などと連携して、

医師の確保を図りながら、健全で安定的な病

院経営に努めてまいります。 

 それでは、今定例会に提案しております議

案第66号、令和８年度熊本県病院事業会計予

算について御説明いたします。 

 当センターの管理運営に要する経費として

収益的収支で17億300万円余、また、設備の

更新等に係る経費として資本的収支で４億 

500万円余、合わせまして、支出総額21億900

万円余を計上しております。 

 詳細につきましては、総務経営課長から説

明させますので、御審議のほどよろしくお願

いいたします。 

 

○岩本浩治委員長 引き続き担当課長から議

案第66号の説明をお願いします。 

 

○米田総務経営課長 総務経営課でございま

す。 

 令和８年度当初予算関係説明資料93ページ

をお願いいたします。 

 収益的支出についてですが、右側説明欄を

お願いいたします。 

 １、医業費用16億9,300万円余ですが、こ

の内訳としまして、(1)給与費につきまして

は、健康福祉政策課で説明がありましたとお

り、現時点で見込まれます職員数や給与額と

して、職員及び会計年度任用職員125名の給

与費等を計上しております。 

 (2)材料費では、薬品費等、(3)経費では、

清掃、警備などの業務委託費、また、光熱水

費等の所要見込額を計上しております。 

 ２の医業外費用900万円余につきまして

は、企業債借入れの利息分を計上しておりま

す。 

 次に、94ページをお願いいたします。 

 資本的支出についてでございますが、右側

説明欄をお願いいたします。 

 １の建設改良費4,700万円余ですが、これ
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は、施設整備に係る給排水施設整備の工事費

用や給食で使用します電気回転釜等でござい

ます。 

 ２の企業債償還金３億5,300万円余でござ

いますが、これは、企業債借入れの元金分の

償還金でございます。 

  病院局の説明は以上でございます。 

 

○岩本浩治委員長 以上で執行部の説明が終

わりましたので、議案について質疑を受けた

いと思います。 

 なお、質疑は、該当する資料のページ番

号、担当課と事業名を述べてからお願いをし

たいと思います。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って着

座のままで説明をしていただきます。 

 それでは、質疑はございませんでしょう

か。 

 

○藤川隆夫委員 部長の最初の説明の中にあ

りました、人生100年時代の充実に向けた医

療・介護・福祉のサービスの提供の確保とい

う流れの中で、僻地の医療提供体制の確保に

ついて話がありました。現況は、当然人口減

少に伴い、僻地においても医療の資源が今減

ってきているというのが現状だろうというふ

うに思っております。 

 そういうふうな中で、僻地に対する医療、

介護の提供に関して、当然これはデジタル化

をやったり、あるいはオンライン診療やった

り、その中で、そういうような形でのものが

できてくるし、また、併せて、地域包括ケア

をどういう形でここで作っていくかという問

題も出てくるかというふうに考えておりま

す。 

 そういうふうな中で、今具体的に、この僻

地医療の提供体制、当然国保に関しては診療

報酬の見直しが今行われて、少し辞めていく

医療機関が減ってくるのかなというふうには

思っておりますけれども、高齢者が医療とし

て従事している方が当然僻地の場合は多いわ

けで、新しい方がそっちへ行って診療しよう

と思っても経営的に成り立たないので、恐ら

くそれはなかなかこれから難しいと思います

ので、そういうふうな中において、僻地の医

療をどうやって守っていくか、介護をどうや

って守っていくかというのは、恐らくこれか

ら大きな課題になってくると思います。 

 その中でのこのデジタル化であったり、様

々な施策であろうというふうに考えておりま

すので、具体的にどのような形で、ここ僻地

の医療、介護、福祉の体制をきちっと今まで

と同様に維持していくかだけ、ちょっと教え

ていただければと思います。 

 

○神西医療政策課長 まず、医療の部分でお

話をさせていただきます。 

 僻地医療の提供体制については、これまで

も、まず医師派遣ということで、県が関与す

る医師派遣制度、自治医の派遣ですとか、今

日も条例に出させていただきました熊大の地

域枠の派遣、それから地域医療ネットワーク

事業、寄附講座、これは今年度から補助金に

したんですが、その派遣事業として県が関与

する部分で今、今年度81名を医師派遣という

ことで、僻地のほうに派遣をさせていただい

ております。 

 ただ、なかなかその医師を派遣するだけで

はちょっと厳しいと。実際巡回診療とかいっ

ても、患者さんがなかなか少ないというか、

そういう部分もございまして、できるだけ、

そういう中では、やはり効率的に医師が回ら

ないといけないというところでございまし

て、そういうときに小国公立病院とかは、医

療ＭａａＳという形で、車に医療器機を積ん

で看護師が乗っていって公民館に行って、そ

こで、患者さんは来ていただいて、慢性の疾

患の方に関してはそういう医療ＭａａＳと。

医師はもう診療所あるいは病院にいたまま

で、そういった形でちょっと効率を上げる
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と、医師が少ない部分をそういうデジタル化

で補完していくという形で進めてきておりま

す。 

 今回の診療報酬改定でも、若干であります

が、オンライン診療の部分を推進といいます

か、進んでくるところございますので、基本

は対面診療が原則でございますが、やっぱり

僻地診療に関しては、そういった部分も合わ

せながら、県の関与する医師派遣、それか

ら、オンラインで効率化をして、できるだけ

診療を充実させていくというか、その合わせ

技で実際進めていくのが現実的な対応ではあ

るかなというふうに考えております。 

 医療政策課は以上でございます。 

 

○藤川隆夫委員 あと、介護の話を。 

 

○笠高齢者支援課長 高齢者支援課でござい

ます。 

 介護の部分について、私のほうから少し説

明をさせていただきます。 

 まず、入所系での支援という部分に関しま

しては、現在の計画が来年度までで、来年

度、次の計画を策定することになりますの

で、そこは、市町村の皆様方のほうからも、

介護ニーズについて丁寧にお伺いをしながら

必要な入所定員というものを決めて、その中

で支援をしていくということを考えていると

ころです。 

 また、在宅の介護につきましては、先日の

先議のほうで予算をお認めいただいた部分で

いきますと、例えば、訪問介護に対する支援

策というのは今年度から継続してやるように

しておりますし、また、中山間地域等、いわ

ゆる訪問介護の提供が厳しい地域におきまし

ては、柔軟な人員配置が可能となるサテライ

トの設置に向けて支援を行うなど、丁寧な支

援を継続していきたいというふうに考えてい

るところです。 

 高齢者支援課は以上でございます。 

 

○藤川隆夫委員 今、医療と介護のお話を聞

かせていただきましたけれども、どちらにし

ろ、この僻地において医療資源、介護資源と

いうのは細っていく部分があるので、それを

どうやって効率的にやりながら、地域に住ん

でいらっしゃる方に安心を与えられるかとい

うのが、恐らく大きな課題になってくるとい

うふうに思っておりますので、今言った形で

デジタルの部分は使うのは使いながら、た

だ、最終的にやっぱり、あくまでも相手が人

なので、やっぱり対面で話をしなきゃいけな

い部分も多々出てくるというふうに思ってお

りますので、そのような中で、地域包括ケア

というのをやっぱり作っていかなきゃいけな

いと思いますので、そこでうまく連携が取れ

るような形をつくらないと、恐らく回ってい

かないのかなというふうに思っておりますの

で、なかなか難しい課題だと思いますけれど

も、ぜひこれからも一生懸命取り組んでいた

だければと思いますので、お願いいたしま

す。 

 以上です。 

 

○岩本浩治委員長 その他。 

 

○亀田英雄委員 こどもまんなか政策につい

て伺います。 

 この件については一般質問で扱ったんです

けれども、まだというか、少し消化不良でご

ざいましたので、あえて質問させていただき

たいというふうに思います。 

 多分37ページになるかと思います。一般質

問の中で事業の説明はいただいたんですけれ

ども、目的とか取組の具体的な内容とか非常

に分かりにくかったんですよ。もう少し具体

的に、どのような取組を今年度やりたいのか

ということも説明願いたい。 

 と、含めて、その中で、一般質問の中で、

目指す方向性が見えてきたということをおっ
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しゃられました。で、その目指す方向性は見

えてきたとなんだけれども、その目指す方向

性とは何なのかという説明はなかったもので

すから、その辺りについてももう少し具体的

に、せっかく知事肝煎りの政策だという位置

づけでありますので、力を込めて話をしてい

ただければなというふうに思ったもんですか

ら、あえて質問させていただきたいと思いま

す。 

 

○緒方子ども未来課長 子ども未来課でござ

います。 

 御質問いただきました、こどもまんなかの

取組につきましては、昨年度計画を策定しま

して、今年度が初年度ということで取組を始

めたところでございます。 

 取組としましては、全庁的な取組になると

いうこともありまして、結構幅広な取組があ

るという中ではございますが、今年度取組を

始めるに当たりまして、どういったところに

力点を置いて取り組むかということで、一番

最初の子ども・子育て会議ですとか、そうい

った中で、５つの視点で取り組むということ

で整理をさせていただきました。 

 その中で、１つは、保育、教育の現場での

人材確保というのは以前から取組が必要だと

いうこともありますので、そういった中で、

ＳＮＳを活用した保育の魅力の発信ですと

か、潜在保育士さんの中からどうにか保育士

を確保できないかということで、そういった

データベースを整理できないかということ

で、数で申しますと、熊本県内で保育士の資

格をお持ちの方が大体３万人ぐらいいらっし

ゃいます。実際今現場で働いている方が半

分、潜在保育士さんが大体半分ということ

で、その中からどうにかこう復職で来ていた

だけるような取組ができないかということ

で、就職支援アドバイザーを社協さんに置い

て、就職のあっせんをするとかというふうな

取組をやってきたところでございます。 

 それと、併せて、もう一つ、保育の質をど

う上げていくかということについてもとても

重要な取組ということになってきますので、

県内の３園で巡回支援という形で、それぞれ

の保育園の中で、どういった取組をしている

かというのを相互に学び合うような取組を始

めたところでございまして、そういったとこ

ろを好事例として今後横展開できないかなと

いうことで、幼児教育、保育の分野では、そ

ういった取組を今始めているところでござい

ます。 

 それから、子育て、共働きの世帯が当然増

えてきていますので、親が帰ってくるまで子

供が安心している場所が必要ということにな

りますので、１つは、放課後児童クラブにつ

いてどういった取組ができるかということを

検討するということで取組を始めたところ

で、これについては、県に特にこれという答

えが今明確にあるわけではないもんですか

ら、市町村ですとか、実際にその放課後児童

クラブに出向いて話を聞いてみて、そこにつ

いても、量の確保と併せて、やっぱり質を上

げていくということがとても大事だというふ

うに思っていまして、そういった中から、今

年度、嘉島西小学校の放課後児童クラブで、

とてもいい取組をされているというところが

ありましたので、県では恐らく初めてです

ね。放課後児童クラブの支援員さんを集めて

の研修会を開催して、その中でワークショッ

プ等を開催しながら、実際現場での困り事で

すとか、今後の取組の方向性あたりについて

お話を聞いたりとかいう活動を今年度やりま

した。 

 あわせて、もう一つは、病児・病後児保育

についても、子育てをしていく上でのセーフ

ティーネットとしては非常に大事な取組とい

うことになりますので、そういったところ

も、実際、病児・病後児をされている施設に

出向いて御意見を伺ったんですけれども、や

っぱりなかなか国の制度自体が少しやっぱり
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難しいところがありまして、そういった、ど

ちらかというと、ソフト面としてのその運営

をどうするかというよりは、経営をどうする

かというところも非常に難しい課題があるん

だなというところも理解できましたので、そ

こについては、国とも少し協議しながら、国

に伝えながら対応していく必要があるのかな

というふうなところを感じたところでござい

ます。 

 それから、もう一つ、中小企業の中で働き

やすい環境をつくるということが当然ながら

共働き世帯が多い中で、子供を育てやすい環

境ができていくというふうに考えていますの

で、そういったところも踏まえて、よかボス

企業を熊本ではやっておりますが、そういっ

た普及啓発をしながら、そういった中小企業

の働きやすい職場環境ができていくというふ

うなところに力を入れていきたいなというふ

うに思っています。 

 それから、もう一つ、今後の人生観といい

ますか、そういったことも踏まえて、結婚か

ら妊娠、出産、子育てというところを考えた

ときに、若い世代からそういったことを考え

るというのは非常に大事だというふうなこと

を、高校生とか大学生、なかなかそういう機

会がないという話もあったもんですから、新

規事業で、ライフデザインの支援をするとい

うふうな事業を立ち上げて、来年度から実施

するというふうなところを今掲げさせていた

だいているところでございます。 

 もう一つ、全庁的にやっていくということ

も大事ですので、こどもまんなかの推進本部

を設置してやっていますので、来週、最終の

第３回を開催いたしますけれども、そういっ

た中で検討しているという状況でございまし

て、方向性が見えてきたというのは、今申し

上げたようなところで、どこに力点を置いて

やっていくかというのがある程度焦点絞られ

てきたというところが１つあるということ

と、もう一つ、計画をつくるときから、それ

から、今年度もそうなんですけれども、でき

るだけ現場に出向いて話を聞きながら施策を

検討していくということで、そういった取組

は来年度以降も継続しながら、現場でどんな

お困り事があって、どういうふうに取り組ん

でいくといいのかというふうなところを考え

てやってみたいということで、取組を進めて

いきたいというふうに考えているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

 

○亀田英雄委員 御説明ありがとうございま

した。 

 一般質問の答弁の内容と全然丁寧さが違っ

て、このような話を一般質問の中でしてもら

えばみんなに分かる話になったのに、非常に

残念でした。もう少し全庁挙げて取り組むと

おっしゃるのならば、今のような話を丁寧に

みんなで分かって、みんなで取り組むぞとい

うような方向性をきちんと示すことが大事だ

と。 

 なかなか難しい仕事だということは分かり

ます。だけど、そこには丁寧に説明を重ねな

いと分かりにくい話じゃないですか。方向性

が見えてまいりましたで終わってしまえば、

あ、そら何ですかて、あえて聞かなければな

らなくなる。そのようなやり方ではこの事業

は進みませんよということで、あえて苦言を

申し上げたいという部分はそこだったんで

す。 

 分かりにくいですもん、説明が。もう少し

丁寧な説明をしていただきたいと、しっかり

この事業を進めていただきたいというふうに

思います。 

 それと、あと、全庁的な取組という話なん

ですけれども、結局、既存の事業の羅列で、

子ども未来課が交通整理するような事業では

つまらぬと思います。 

 子ども未来課のほうの役割という部分は、

どのようなこの事業の位置づけにあるのかに
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ついて、ちょっとお聞かせください。 

 

○緒方子ども未来課長 子ども未来課でござ

います。 

 先ほど全庁的な推進体制ということで、推

進本部を設置して運用していますというふう

に申し上げましたけれども、その下に幹事会

を作っておりまして、全庁的に関わる課長ク

ラスでつくる幹事会を設置しまして、推進本

部の前、もしくは推進本部がないときも含め

て、課長クラスで意見交換もしながら、事業

としてどう組み立ててもらうかということも

含めて検討してもらっているところでござい

ます。 

 来週、また推進本部を開催の予定ですとい

うことを申し上げましたけれども、その中で

も、令和８年度の新規事業として、どんな取

組をしてもらえるのかというふうなところも

含めて事業のたま出しをやっていきまして、

昨年の９月、10月の段階で一度やって、新年

度のＲ８年度に向けての新規事業について検

討してもらいたいというふうな話の中から、

どんなことが検討してもらえるのかといった

ところも全庁的に事業を出していただいて取

組を進めてきまして、計画の具体施策編とい

うのを毎年改定するということにしてまし

て、その中で、今年度の新規事業とかそうい

ったことも含めて、来週の推進本部の中で各

部から報告をしてもらうようにしていますけ

れども、そういった中で、子ども未来課が幹

事を担っていますので、全庁的に取組をまと

めながら、なおかつ、新たな取組も含めて実

施をしてもらいたいということで、旗振り役

を実施しているというふうなところでござい

ます。 

 

○亀田英雄委員 熊本県で初めての取組とい

うこと、現場で取り組むという紹介もありま

したので、そのようなことも大事にしなが

ら、難しい事業だと思いますけれども、説明

を丁寧に重ねながら取り組んでいただきたい

というふうに思います。 

 以上です。 

 

○岩本浩治委員長 よろしゅうございます

か。 

 

○亀田英雄委員 はい。 

 

○岩下栄一委員 健康危機管理課ですかね。

人間の体は、食べるものでできていると言わ

れて、食品衛生の問題ですけれども、私は、

戦後、食糧難の時代の世代で、何せ、朝から

晩まで何かを食べているという状態で、今日

もそうですけれども、よく家族から叱られま

す。 

 そういう中で、食品衛生に関して非常に興

味を持っているんですけれども、食品衛生法

の中のだけでなくて、何年か前にできた食品

安全基本法という法律がありますけれども、

その２つの法の境界線ってのは何かあるんで

すか、食品衛生法と食品安全基本法。 

 

○弓掛健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

 その辺りの資料が手元にございませんの

で、もうちょっと調べた後に改めて御説明と

いうことでもよろしいでしょうか。 

 

○岩下栄一委員 構いません。 

 

○岩本浩治委員長 岩下委員、よろしゅうご

ざいますか。 

 

○岩下栄一委員 いいです。 

 

○岩本浩治委員長 なら、後ほどお願いしと

きます。 

 その他、質問ありませんでしょうか。 
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○岩田智子委員 ２ページ、民生・児童委員

の経費、今年度もきちんとされていますけれ

ども、うちの校区でもなかなか成り手が見つ

からずに、やっとこの前、引き受けることに

したっておっしゃっている方がいらっしゃっ

て、県、全体的に民生・児童委員の充足とい

うのはきちんとなされているのかというのを

ちょっと１つお願いします。 

 

○入田健康福祉政策課長 健康福祉政策課で

ございます。 

 民生委員の確保状況についてということで

お尋ねいただきましたので、御説明させてい

ただきますが、やはり100％には至っており

ません。現在、定数が2,800ぐらいあるんで

すが、そのうちの現員数、充足状況としては

93.4％という状況にあります。ただ、これは

一斉改選の直後の数字でありまして、その

後、徐々に充足はしていくんですが、それで

もやはり95～96％とか、そのくらいまでしか

ちょっと到達しないような状況はあります。 

  傾向としては、やはり都市部で確保が難し

いというのが、やはりなかなかお仕事を抱え

ていらっしゃって従事できないというところ

が見受けられますし、また、地方部におきま

しても、今、人員自体がいらっしゃらないと

いうところが地区ごとにありまして、そうい

ったので、ちょっと充足がなかなか難しいと

いうのもあります。 

 ただ、全国的に見てみましても、その状況

は変わらないんですが、その中でも熊本県の

充足状況というのは、かなり高いほうにはあ

ります。やはり地域福祉に御理解がある方々

が多いのかなというふうな印象はあります。 

 中には、手当の話とか活動費の話もなさる

方も中にはいらっしゃいます。そういったと

きには、こちらとしても、国のほうにも要望

は上げさせていただいておりまして、次の見

直しも情報としてはあっておりますので、そ

ういった手当あるいは活動費の増額辺りも、

少しずつでありますが、見えてきているとこ

ろであります。 

 あと、なかなか地方のほうでも、民生委員

さん自体の確保が難しいので、まあ、別のや

り方でということで工夫されているところも

ありまして、例えば、これは全国的にも割と

有名なんですけれども、天草辺りでは、子供

民生委員ということで、地域の子供さんに…

…(発言する者あり)はい。一緒に民生委員活

動の一端を担っていただいて、その活動の理

解と、あとは、その子供さん活動されること

で、今度親御さんがやはり地域に関心を持っ

ていただいたりとか、どんな活動しているか

なということで様子を見ていただけたりと

か、そういう取組もあっているところであり

ます。 

  好事例を少しずつ重ねていただきながら、

それをまたほかの地域にも展開していくとい

うところも進めていきたいというふうに考え

ているところです。 

 ちなみに、改選時の平均年齢がちょっとあ

りまして、平均年齢が69歳、約70歳ですね。

最高齢の方は88歳ということで、もうかなり

体にむち打って動いていただいているという

ところもあります。ただ、最年少も41歳とい

うことで、若い方の参入も、少しではありま

すが、出てきておりますので、さらに、いろ

いろな階層に向けての呼びかけはしていきた

いというふうに考えております。 

 健康福祉政策課からは以上です。 

 

○岩田智子委員 詳しく教えていただいてあ

りがとうございます。 

 うちの校区の民生委員さん、児童委員さん

も、本当に毎日のようにいろんなところに出

かけていって、様子はどうかというようなこ

とを熱心にされているので、いろいろ、国も

ちょっと手当とかも考えていらっしゃるって

ことなので、そのことも町内にもお知らせし

たいと思いますし、やっぱり民生、そういう
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方が地域にいらっしゃって相談事ができると

いうの、とっても安心して暮らせるという第

一歩だと思うので、私も皆さんにそのことを

お知らせしたいと思っております。 

 それで、続けていいですかね。 

 その相談ということで、各課、ここの健康

福祉部は、相談業務ってのすごいやっぱり大

事にされてますよね。今回の予算でも、例え

ば、子ども家庭福祉課だったり、社会福祉課

だったり、障がい者福祉課もそうですけれど

も、いろんな、子ども未来課もありますよ

ね、結婚とかの相談とか。そういう相談を受

ける職員というか、その辺の充実とかその質

の担保というのは、どんなふうにされている

のか、ちょっと教えていただきたいなと思っ

ています。 

 

○入田健康福祉政策課長 健康福祉政策課で

す。 

 総論的な話になりますが、健康福祉政策課

のほうでも、人材確保、育成ということで、

そういった相談員のスキルアップのための研

修あたりをやらせていただいておりますの

で、ほかの各課の相談事業につきましても、

やはり専門性を維持、向上させるための研修

というのは継続的にやらせていただいている

ところであります。 

 以上です。 

 

○岩田智子委員 やっぱり相談業務というの

は、経験とかそういうのもすごく重要だと思

うので、やっぱりすぐ替わっちゃうとか、２

年とかで辞めちゃうとかそんなんじゃなくっ

て、やっぱりしっかり事例を知ってて、こん

なふうにしたほうがいいというようなこと

を、質の向上ですよね、それはすごく大事だ

と思うので、その辺をこれからも、来年度、

しっかり見ていってほしいなと思います。 

 

○内野幸喜委員 新規事業なんですが、79ペ

ージ、地域みんなで支える子供の歯の健康づ

くり事業ということで、ちょっとここをもう

少し詳しく教えていただければなと、まず思

います。 

 

○堤健康づくり推進課長 御質問ありがとう

ございます。 

 今回の事業につきましては、御承知のとお

り、教育現場での負担感についての御意見も

ございましたし、また、国のほうでも教員等

の働き方改革の徹底等ございましたので、現

状として、小中学校で行われているフッ化物

洗口のやり方というのが、現状の形で持続で

きるのかどうかという懸念がございまして、

それをどのように見直したらよいかというこ

とを各市町村ともいろいろ御相談をして、今

回、事業の組立て直しをして提案をさせてい

ただいているものになります。 

 具体的には、まず皆さんに、現場の方にい

ろいろお話を聞かせていただく上で、いろん

なやり方がそれぞれ違うので、一概にこのや

り方ということでもないんですが、ただ、共

通して皆さん御負担に感じていらっしゃるこ

とが、１つは、薬品の安全管理というところ

に負担を感じていらっしゃる。あるいは濃度

管理とかですね、作る際の濃度、基本的に今

粉を混ぜる形でやっておりますので、その濃

度管理であったり異物が混入するかどうかで

気を遣うとか、そういったことを御負担に感

じていらっしゃる。あるいは、粉を溶かして

作ったものを各クラスに持っていくために分

注して、それを持っていって、またそれを洗

うというふうな手間があるというふうなこと

は、共通してどこの学校でも生じているとい

うことを伺いましたので、それに対する課題

解決の打ち手の一つとして今回提案しており

ますのが、その溶液タイプ、溶かさずに最初

からもう溶液の状態で用意されているものを

使うというふうなことを今回考えています。 

 これをやりますと、そういった溶液の管
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理、顆粒の状態だと劇薬という扱いになるん

ですけれども、溶液のタイプになりますと、

もう一般の薬品と同じ扱いができるようにな

りますので、その辺の管理についても負担が

減るということと、あと、濃度の問題であっ

たりとか、異物混入というふうなリスクも減

らすことができるということがございますの

で、この溶液タイプの活用をできるように補

助制度の拡充をしたということが１つ、それ

と、あともう一つは、こういうふうにその濃

度管理、安全管理というのは、どうしてもそ

の現場の先生方、例えば、教頭先生だったり

とかそういった方々が立ち会ってチェックを

したりとかというふうなことをやっていらっ

しゃるところが多かったんですけれども、そ

ういったことが、この溶液タイプを使うこと

で不要になっていきますので、そうすると、

例えば地域のボランティアだったりとか、シ

ルバー人材センターの方にもお手伝いしやす

くなるような環境整備が進みますので、併せ

て、そういった方々、有償ボランティアと

か、あるいはシルバー人材センターの方とか

が、そういったサポートに入っていただくた

めの経費というのも今回補助対象として組み

込んでおります。 

 こういった大きくその薬品の利用に関する

転換、それから、地域の人材に参画していた

だくような環境整備というのを補助対象とし

て拡充すること、あるいは、今後我々も実際

に伴走支援をしていかなきゃいけないと思っ

ていますけれども、そういった市町村への支

援というのはセットでやっていくような事業

として、今回新たに組み立てた内容になりま

す。 

 健康づくり推進課は以上でございます。 

 

○内野幸喜委員 昨年、教育委員会のほう

で、フッ化物洗口について、確かに今課長が

おっしゃったように負担感が大きいというこ

とで、一旦、削除はされましたけれども、教

育委員会のほうから上がってきた資料の中に

出てたんですね、当初。やっぱり教育現場の

ほうでは、確かにその安全管理といった部分

等のやっぱり負担感あったと思います。 

 ただ、この事業というのは、効果がやっぱ

り出ているんですよね。だから、効果が出て

いる事業なので、やっぱりこれを持続させて

いくってのが大事だと思っています。 

 特に熊本の場合は、虫歯罹患率というのが

高い傾向にあって、これは、学校現場だけで

はなくて家庭でも実は大事で、１歳半児健診

とかでも、全国でもやっぱり罹患率高いんで

すよね、熊本というのは。 

 歯科医師会の方々に聞いたら、乳歯の段階

で虫歯があったと。これ生え替わったときに

もうそこから始めればいいのかということで

はなくて、その虫歯菌というのが、乳歯の段

階であれば、そのまま生え替わったとしても

虫歯になりやすいって話も聞きました。だか

ら、学校現場もそうだけれども、やっぱり家

庭でも大事と。 

 ただ、全体でできるってのはやっぱり学校

現場とか保育園とか幼稚園とかって、そうい

ったところがやっぱりやりやすいわけです

ね。だから、家庭でやってくれと言ってもそ

れはなかなか難しい面もあるので、だから、

いかにやっぱりこの学校現場の中でも持続さ

せていくかということが大事なので、負担感

を減少しつつ、いかに持続できるかってこと

大事なので、この事業ってのは私はいいこと

だというふうに思っています。 

 ただ、溶液タイプにすることによって、ま

た、私はよく分からないですけれども、その

学年によっては、その量の配分とかというの

がどうなのかとか、いろんなそういう話もひ

ょっとしたら出てくるかもしれないですけれ

ども、いろいろ現場から話を聞きながら持続

させる、これが大事だと思いますので、しっ

かり取り組んでいただきたいなというふうに

思います。 
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 引き続き、これも新規事業ですね。子ども

未来課の新規事業で、37ページ、ライフデザ

イン推進事業ということで2,600万計上され

ていますが、これもちょっとどんな事業なの

かということを、まずは詳しく教えていただ

ければなと思います。 

 

○緒方子ども未来課長 ライフデザイン推進

事業でございますが、これまで当課としまし

て、こども未来創造会議とか、県庁の若手職

員で作っていますこどもまんなか熊本応援団

という、職員とかにもいろいろ話を聞いてい

る中で、先ほども少し申し上げましたが、な

かなかそういった考える機会がないとかいう

高校生ですとか、大学生ですとか、プレコン

セプションケアのような知識も含めて、そう

いったことを教わる機会がやっぱりなかなか

ないというふうな話がありまして、結婚をし

てくださいということでは当然なくて、子供

を持ってくださいということでは当然なく

て、そういうところは本人の自由意思に基づ

く選択であり、決断だというのを前提とする

ということは当然なんですけれども、その中

で、自分の人生をどう考えて、今後自分でど

う選択していくかというふうなところをつく

る機会が必要なんじゃないかということで、

そういった意見もあったもんですから、高校

の先生ですとか、大学の先生辺りにも、そう

いったことってどう思われますかというふう

な御意見を聞く中で、そういったことがあれ

ば非常にやっぱりありがたいというようなお

話もあったということで、事業を組み立てよ

うということでやっています。 

 ただ、家庭科の授業とかでもそういったこ

とは実際やっているんですけれども、なかな

か時間数が少なくて、記憶に残りにくいみた

いなところもあるもんですから、どう効果的

にやるかということも検討した上で、ゲーミ

フィケーションといいますか、ゲームを活用

する中で楽しくできて、ただ、最終的には深

いところまで行き着いているというふうな状

態をつくりたいなということで、そういった

ものを少し使用できるツールみたいなものを

作りながら、何人かで一緒にやる中で対話を

して、なるほどこういう考え方もあるかとか

いうそういった気づきを得るような機会にな

ればいいなということで、今後、業者のほう

に委託をしながらつくっていくようなことを

考えているという事業になります。 

 

○内野幸喜委員 対象はどんな形になる、そ

れとも、例えば、さっきの健康づくり推進課

じゃないですけれども、学校という現場でや

るのかとか、例えば、こういう講習会、研修

会やりますよと、参加したい人は応募してく

ださいとか、例えば、どういう形でそういう

ことをやるのかという……。 

 

○緒方子ども未来課長 やり方としまして

は、今、委員言われたような両方あるのはあ

るんだと思っています。ただ、効果的なとこ

ろを考えると、やっぱり学校教育の中でそう

いった機会を、家庭科の副教材的な使い方の

中で探求の時間なのかというふうなところ

も、今ちょっと高校のほうとかにも出向いて

話をさせていただいていまして、それぞれや

っぱり学校でも特色がありますので、どこで

やれるかというのは、それぞれの学校に合わ

せたやり方になるかなというふうに思ってい

ますけれども、できれば、そういった学校の

中で、教育の中で取り組んでいただきたいと

いうことを、教育委員会のほうにも今話をし

てまして、ぜひ来年度一緒にそういった機会

を考えていただきたいということで考えてほ

しい、まずは高校生と大学生辺りから始めて

みて、中学生とかがそれが合うのかどうかっ

てのはちょっとまだ検討の余地があるなとい

うふうに思っていますが、あとは、社会人の

入社して２～３年目の若い社員さんとか、そ

ういったところも対象にはなり得るかなと思
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っていますので、そういった形で進めていき

ながら、やりながら考えるというところが少

しあるかなというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 

○内野幸喜委員 私も、広くこういう機会を

与えるというのは、やっぱり学校現場だと思

うんですね。さっきと、御質問もそうなんで

すけれども、教育委員会のほうと連携、そし

て教育委員会の理解をいただくってことがや

っぱり大事だと思いますので、この事業につ

いても、そこを徹底していただければなとい

うふうに思います。 

 それと、もう一点だけいいですか。 

 これは、ちょっと以前もひょっとしたら聞

いたのかなと思うんですが、子ども家庭福祉

課ですかね。48ページなんですが、この予算

のことじゃなくて、今、母子父子寡婦と言う

んですね、昔は、母子寡婦と言ってたんです

けれども、母子父子寡婦と今言っています。 

 このところで、目名、ここは、まだ母子福

祉費となっているんです。この辺ってのはど

うなんです、変えられないというのか、よく

分からないですけれども、これは教えてもら

うとありがたいなと思います。 

 

○中村子ども家庭福祉課長 子ども家庭福祉

課でございます。 

 すみません、この目名の母子福祉費でござ

いますけれども、確かに支援の対象といたし

まして、母子だけではなくて、独り親という

ことで、父子も当然入ってまいりますし、少

し目名と実際やっている中身が一致している

のかってのは少し、委員御指摘のとおりでは

ございますけれども、積極的にちょっと昨今

検討しておりませんでしたので、このままと

いうふうな形にしておるところでございま

す。 

 以上でございます。 

 

○内野幸喜委員 じゃあ変えられる可能性も

あるということですね、目名は。 

 

○中村子ども家庭福祉課長 すみません、こ

れまでの比較ですとか財政当局とかの管理の

ところもあろうかと思いますので、ちょっと

確認をやっていきたいと思います。現時点で

ちょっと御即答ができません。申し訳ござい

ません。 

 

○岩下栄一委員 先ほどの岩田先生から大変

ありがたい発言をいただきましたけれども、

私、地域で自治会長、30年以上やってて、こ

こで一番苦労するのが民生・児童委員の選任

なんですね。いろんな奥さん方に声かけて、

民生・児童委員ばしてもらえんですかと言う

て、もう何十回やったか分かりません。 

 自治会長が推薦して、各種団体の長を集め

て推進委員会で選考するわけですけれども、

最初の役割は、自治会長なんてもう本当に苦

労しますね、民生・児童委員の選任で。手前

どもの町内も、やっとこさ任命できたり任命

できなかったりするんですけれども、やっぱ

り一番のネックは手当だと思います。今仕事

が非常に多岐化して、また、物価高で、主婦

は、生活に困窮、困窮とまではいかないけれ

ども、苦労している方も多くて、自分がぎゃ

ん苦労しょって何で民生・児童委員までせな

んどかという感じがあるもんだから、引き受

けてくださることはとてもいい人ばかりで、

ありがたいんですが、ついにうちの校区の民

生委員協議会の会長は病気で倒れました。や

っぱり会長は会長だけに、民生委員の人たち

から上がってくる意見に対応しているうちに

体を壊されたんだと思いますけれども、そう

いうようなことで、やっぱり手当の問題が第

一ですね、と思います。 

 だから、岩田先生の校区でも大変苦労され

ているんじゃないかと思いますよ。その点、

待遇の改善をよろしくお願いしておきます。 
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 いいです、もう。 

 

○入田健康福祉政策課長 今いただいた御意

見も踏まえて、今後、国等への働きかけもし

っかり行っていきたいと思っております。 

 以上です。 

 

○岩本浩治委員長 岩下委員、よろしゅうご

ざいますか。 

 

○岩下栄一委員 ありがとうございました。 

 

○岩本浩治委員長 その他、質疑はありませ

んか。 

 

○弓掛健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

 先ほど岩下委員から御質問ありました食品

安全基本法と食品衛生法との違いでございま

す。 

 こちら、食品安全基本法のほうについて

は、食品の安全確保の土台となる指針的なも

のでございまして、一方で、食品衛生法のほ

うは、違反時の罰則を含む具体的な監視とか

指導とかそういった枠組みを定めたものでご

ざいます。 

 なお、食品安全基本法につきましては、ま

ず、国民の健康の保護が最も重要という基本

理念を定めまして、国、地方公共団体、食品

関連事業者の責務や、一方で、消費者の役割

なども明らかにした上で基本的な方針、方向

性を定めております。 

 以上でございます。 

 

○岩下栄一委員 ありがとうございます。 

 ついでにお伺いしますが、食品添加物の問

題はどうなんでしょうか。 

 

○弓掛健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

 添加物につきましても、食品衛生法の中で

指導等をしております。 

 以上でございます。 

 

○岩下栄一委員 結構でございます。 

 

○岩本浩治委員長 よろしゅうございます

か。 

 ほかに。 

 

○立山大二朗委員 すみません、手短に。 

 37ページ、それこそ内野委員も質問された

ライフデザイン推進事業についてなんですけ

れども、私も本当に大事な話と思いまして、

そのプレコンセプションケアの話も前回の委

員会でも出ていましたけれども、先日、ちょ

っと大学生のインターンの子たち10人ぐらい

と話をしていて、プライバシーも配慮する

し、あと、答えたくなかったら答えなくてい

いという前提で、子供が欲しいかとか結婚し

たいかとかそういう質問したんですけれど

も、大体10人ぐらいいらっしゃって、子供が

欲しいと言った子は１人だけ、あとは積極的

に欲しくないという子も多かったんですね。

かつ、結婚も全く考えてないという子が半数

以上ということで、県立大とか学園大とかの

子たちだったんですけれども、そういう状況

なんだなと。 

 じゃあ何でそう思うのと聞いてみたら、い

や、実はこう言われたからこういうふうに答

えたけれども、特に積極的に考えたことはな

いと皆さんおっしゃるんですね。だから、考

えたことはないんだけれども、何となく世の

の風潮というんですかね。何か子供はいない

ほうが自由だろうとか、結婚しないほうがい

いだろうみたいなところで、何か雰囲気でそ

うなっているようなことを改めて自分たちも

実感したって話をされてたんですよ。 

 ということで、やっぱりこのライフデザイ

ン推進事業というのはとても大事なことにな
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ってくるんじゃないかと。やっぱり学校現場

とかで、しっかりとそれを考える機会をつく

っていくというのを積極的に大人のほうから

提供するってのはとても大事かなと思いま

す。 

 ですので、そのゲーミフィケーション形式

ということでおっしゃってましたけれども、

ほかの発信とかも含めて、いろいろと取り組

んでいただければとても大事になってくるか

なと思いましたので、これは要望というとこ

ろで、しっかり推進してください。 

 以上です。 

 

○岩本浩治委員長 要望でよろしゅうござい

ますか。 

 

○立山大二朗委員 はい。 

 

○岩本浩治委員長 じゃあ子ども未来課長、

よろしくお願いします。 

 

○藤川隆夫委員 52ページの新しい事業の熊

本県ＣＰＴ形成支援事業というやつに関して

ちょっとお尋ねなんです。 

 これは、児童虐待の対応のための組織をつ

くるという話なんだけれども、まず、このＣ

ＰＴっての私ちょっと勉強不足で分かんない

のが１つと、もともと児童に関わる部分にお

いては、様々な職種に対応して、法律である

程度、虐待を見た場合には届出の義務等がも

う既にできているというふうに思うんですけ

れども、その中でこの組織ってのは具体的に

どういうような動きをして、どのような形で

対応していくのか、ちょっと教えてもらえれ

ばと思います。 

 

○中村子ども家庭福祉課長 子ども家庭福祉

課でございます。 

 すみません、ＣＰＴにつきましては、チャ

イルドプロテクションチームの略で、ＣＰＴ

という形で表現させていただいております。 

 対応でございますけれども、今年度までの

事業で、第８次の医療計画の中で、児童虐待

の中核的な拠点病院、今、日赤さんにお願い

しているんですけれども、そこでいろんな事

例を検証してマニュアルを作るという事業を

今年度までの事業ということでやっておりま

した。 

 で、今年度までの事業で、マニュアル等で

きましたので、そのマニュアルを活用して、

コアの中核病院としては日赤さんとかを想定

しておるんですけれども、二次医療の病院、

急性期の病院とかも含めて、勉強会といいま

すか、そのマニュアルとかの周知と研究とか

をやりまして、地域の二次の拠点病院とかに

おいても相談がありましたときに、虐待の事

例とかに対して、一般の病院さんですとかそ

ういったところに助言ができるとか、そうい

った検証するチームをつくりたいということ

で、今回予算を計上させていただいておりま

す。 

 

○藤川隆夫委員 今ので組織的にはそういう

形になると思うんですけれども、具体的に

は、恐らく医療機関なり、あるいは保育所な

り、学校なり、様々なところでそういうよう

な情報を子供たちが発信していると思うの

で、それを当然拾い上げながらつないでいく

という話に恐らくなってくると思うんだけれ

ども、マニュアル化されたってことは、これ

がある意味、児童虐待に当たるかもしれませ

んよというようなやつを作っているという話

でいいんですかね。 

 

○中村子ども家庭福祉課長 専門的な医療機

関、日赤さんとかにお願いして今作っており

ますので、例えば傷ですとかそういったとこ

ろで、そういった子供たちの報告を受けたと

きの病院の対応ですとかそういったところを

マニュアル化しつつあるというところでござ
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います。 

 

○藤川隆夫委員 分かりました。マニュアル

作られたので、できれば基幹病院だけじゃな

くて、ある意味、医療機関、あるいは保育で

あったり、学校であったり、様々な子供が関

わる部分に関してそういうものをやっぱり周

知していくことによって早期の発見につなが

るし、そのことによって子供を守れることに

つながると思いますので、できれば、そうい

うマニュアルがあるんだったら、そういうふ

うなことも普及啓発っての、これから一生懸

命取り組んでいただければと思います。よろ

しくお願いします。 

 

○岩本浩治委員長 よろしゅうございます

か。 

 

○藤川隆夫委員 いいです。 

 

○岩本浩治委員長 ほかに。 

 

○亀田英雄委員 もう一つお願いします。 

 数字的なものなんですけれども、32ページ

の新規事業、一番下に生活保護受給世帯のこ

どもの進学支援事業ということで説明があっ

たと思いますが、この大学進学等、この数ど

のくらいあるのか。それと、これは全国的な

流れなのか、熊本県独自のものなのか、その

辺の状況も併せてお知らせください。 

 

○冨安社会福祉課長 社会福祉課でございま

す。 

 人数というお話でございましたので、対象

が、生活保護受給世帯等の中学３年生、高校

３年生ということで、予算上は140人程度を

見込んでおるような状況です。 

 もう一つの御質問に対するお答えなんです

が、これは、こども家庭庁の補助金を活用す

るという形で、その中で、補助単価なんかも

ありまして、例えば、受験料だったら上限５

万3,000円とか、あと、模試費用だったら、

高３が8,000円、中３、6,000円という形、割

と金額ははっきりしておるところで、今県内

では熊本市が実施しているような状況でござ

いまして、全国的には、届出で見ると、まだ

ぱらぱらとやっているような状況でございま

す。 

  説明は以上です。 

 

○亀田英雄委員 予算が400万ちょっとです

ね。３万で足りるんですか。３万程度のその

根拠といいますか、あるんですかね。 

 

○冨安社会福祉課長 一応人数で積算した結

果、一応400万って形で足りるような形。あ

と、内訳ですね、人数的には、やっぱり高

３、中３って形で、さっきの140人というの

は、昨年秋ぐらいに県内の福祉事務所に調査

をかけまして、そこではじいた数字というの

をベースに考えているようなところでござい

ます。 

 一応金額的には、実際ちょっと新規事業な

ので、どれくらい応募が出てくるか分かりま

せんけれども、一般的に公募するというより

は福祉事務所のケースワーカーを通じて促す

というような形で、この補助制度を使うぐら

い応募してくると非常にありがたいなという

ふうに思っています。現実的には、進学とい

うものに対する意欲というか、その雰囲気と

いいますか、なかなか厳しい状況もありま

す。なかなかこう学習に対する環境というの

に課題が多い家庭が多いもんですから、正直

これでも達成できるかどうかちょっと頑張ら

なあかぬなと思っているような数値ではござ

います。 

 以上です。 

 

○亀田英雄委員 よろしくお願いします。 
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○内野幸喜委員 ちょっと関連していいです

か。 

 140人という話をおっしゃいましたけれど

も、生活保護の場合は、市と町村と分けて考

えないといけない部分がありますよね。市は

４分の１が負担と、４分の３が国と。町村の

場合は、県が負担するわけですね。町村の負

担なくて、町村の負担は県が４分の１負担し

て、４分の３、国と。てことは、この140人

というのは、市は入ってないんですかね、熊

本市だけじゃなくて、ほかの市は入っていな

いのか、それとも熊本市を除いた市は入って

いるのか、そこをちょっと教えてほしい。 

 

○冨安社会福祉課長 社会福祉課でございま

す。 

 熊本市、市も入れております。まず、県で

やる場合は、町村の子供が対象ということ

で、これも国の補助制度でですね。市が、今

回県がやるような同様の事業をすれば、国、

県で４分の３の補助ができますので、４分の

１の負担割合で同様の制度を実施できるとい

うことで、今回予算のほうをお認めいただい

たら、早速働きかけというのを、熊本市以外

の市に対してやっていこうと思っておりま

す。 

 

○内野幸喜委員 入っているってことです

ね、分かりました。 

 

○岩本浩治委員長 よろしゅうございます

か。 

 

○内野幸喜委員 はい。 

 

○岩本浩治委員長 ほかに質疑ありませんで

しょうか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○岩本浩治委員長 なければ、以上で質疑を

終了いたします。 

 それでは、ただいまから、本委員会に付託

されました議案第46号、48号、61号、66号、

第78号から第83号まで及び第97号について、

一括して採決したいと思いますが、御異議あ

りませんでしょうか。 

  (「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○岩本浩治委員長 御異議なしと認め、採決

いたします。 

 議案第46号外10件について、原案のとおり

可決することに御異議ありませんですか。 

  (「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○岩本浩治委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第46号外10件は、原案のとおり

可決することに決定いたしました。 

 次に、閉会中の継続審査事件についてお諮

りいたします。 

 議事次第に記載の事項について、閉会中も

継続審査することを議長に申し出ることとし

てよろしいでしょうか。 

  (「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○岩本浩治委員長 それでは、そのように取

り計らいます。 

 次に、その他に入ります。 

 執行部から報告の申出が１件あっておりま

す。 

 まず、報告について、執行部の説明を求め

た後、質疑を受けたいと思います。 

 それでは、順次報告をお願いします。 

 

○竹中障がい者支援課長 障がい者支援課で

ございます。 

 報告事項の１ページを御覧ください。 

 第２期熊本県ギャンブル等依存症対策推進

計画の改定について。 

 11月議会におきまして、パブリックコメン

ト前の法案を報告させていただき、委員の皆

様からいただいた御指摘を踏まえて、概要の

資料及び計画の本文を修正させていただいて

おります。 

 なお、この１ページの下のほうの５、パブ
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リックコメント手続の結果で記載してござい

ますが、12月下旬からパブリックコメントを

開始しまして、米書きに記載しておりますよ

うに、委員会での御指摘も踏まえまして、当

事者団体や関係団体にも直接意見照会も行っ

たところでありましたが、意見はゼロ件とい

うことでございました。 

 ２ページ目のポンチ絵を御覧ください。 

 この計画案の概要について、修正した箇所

について御説明をさせていただきます。  

まず、左上の計画の概要でございますが、

前回の委員会での御指摘を踏まえまして、こ

の米書きでギャンブル等依存症の定義を加え

たほか、その下の２の現状と課題の現状の部

分(2)のところで、県内のギャンブル等依存

症が疑われる者の状況についてというところ

で、米書きで推計方法として疑われる者とい

うのはどのように推計しているのかというと

ころを追記しておりまして、これは、本文の

ほうでも追加させていただいたところであり

ます。 

 変更点は以上でございまして、委員会での

この御報告の後、年度内に改定作業を完了さ

せ、公表まで行いたいと考えております。 

 障がい者支援課は以上でございます。 

 

○岩本浩治委員長 それでは、障がい者支援

課長より報告ありました。 

 以上で執行部の報告が終わりました。質疑

を受けたいと思います。質疑はありませんで

しょうか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○岩本浩治委員長 ないようでございますの

で、なければ、これで報告に対する質疑を終

了いたします。 

 委員会における取組の成果(案)について報

告させていただきます。 

 ここで私のほうから、12月の委員会におい

て取りまとめを御一任いただきました令和７

年度厚生常任委員会における取組の成果につ

いて、お手元に配付のとおり案を作成しまし

たので、御説明します。 

 常任委員会における取組の成果は、今年度

の当委員会の審議の中で、委員から提起され

た要望、提案等の中から、取組が進んでいる

主な項目を取り上げ、３月に県議会のホーム

ページで公表するものです。 

 項目の選定等につきましては、副委員長及

び執行部とで協議し、当委員会としては９項

目の取組を上げた案を作成いたしました。 

 ここに上げた項目は、いずれも委員会審議

により、取組が進んだ、あるいは課題解決に

向けての検討や調査が動き出したようなもの

を選定しております。 

 もちろん、この項目以外の提起された課題

や要望等についても、執行部で調査、検討等

を続けておられますが、これらの項目を特に

具体的に取組が進んでいるとして取り上げま

した。 

 それでは、この案につきまして何か御意見

等ございませんでしょうか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○岩本浩治委員長 意見なしということでご

ざいますので、この案でホームページへ掲載

したいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

 なお、簡易な文言の整理、修正があった場

合は、委員長に一任していただきたいと思い

ますが、よろしいでしょうか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり) 

○岩本浩治委員長 ありがとうございます。 

 それでは、そのようにさせていただきま

す。 

 最後に、その他で委員の皆様から何かあり

ませんでしょうか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○岩本浩治委員長 なければ、以上で本日の

議題を終了いたします。 

 それでは、これをもちまして第９回厚生常

任委員会を閉会いたします。 
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  午後０時４分閉会 

         ―――――――――――― 

○岩本浩治委員長 なお、今年度最後の委員

会でございますので、一言御挨拶を申し上げ

たいと思います。 

 この１年間、荒川副委員長をはじめ委員各

位の御協力をいただきながら、委員会の活動

を進めてまいりました。 

 委員各位におかれましては、県政の抱える

重要な諸問題につきまして、終始熱心な御審

議をいただき、誠にありがとうございまし

た。 

 また、下山健康福祉部長、病院局鍬本病院

事業管理者職務代理者をはじめ執行部の皆様

におかれましては、多忙を極める中、委員会

において、常に丁寧な説明と答弁をいただ

き、心から厚く御礼申し上げます。ありがと

うございます。 

 最後になりましたが、委員各位並びに執行

部の皆様の今後ますますの御健勝と御活躍を

祈念いたしまして、簡単でございますが、御

挨拶とさせていただきます。 

 今年１年、大変ありがとうございました。

(拍手) 

 

○荒川知章副委員長 この１年間、岩本委員

長はじめ委員の皆様におかれましては、御指

導、御鞭撻をいただきまして誠にありがとう

ございました。 

 また、執行部の皆さんにおかれましても、

真摯にお答えをいただきまして心から感謝申

し上げます。ありがとうございます。 

 健康、福祉、本当にもう人が生きる上で本

当に大事な部分を担っていると思いますけれ

ども、こういうふうに皆さんで、このことに

関して、１年間、真剣に議論できたことは、

私の今後の勉強にもなりました。 

 これからも、委員、また、執行部の皆様、

健康に留意されまして、熊本県のさらなる発

展のために、共に御尽力をしていただければ

と思います。 

 本当に１年間お世話になりました。ありが

とうございました。(拍手) 

 

○岩本浩治委員長 それでは、これをもちま

して閉会したいと思います。  

  午後０時６分 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する 

  厚生常任委員会委員長 

 

 

 

 

 


